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 （登 録銘柄  コード番号 9901） 

問 い合わせ先         専務取締役 根本澄男 

Ｔ   Ｅ    Ｌ    ０２８－６３４－３８１５ 

 

平成 17 年 2 月期通期（連結・単独）業績予想の修正について 

 

平成 17 年 2月期（平成 16 年 3月 1日～平成 17年 2月 28 日）の業績予想について、最近の業績の動向等を

踏まえ、平成 16 年 4 月 30 日付当社「平成 16 年 2 月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成 16 年 2 月期個

別財務諸表の概要」にて公表しました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成 17年 2月期個別業績予想の修正（平成 16年 3月 1日～平成 17年 2月 28日） 
                                     （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（A） 

（平成 16年 4月 30日）発表 ２２，１７０ ６００ ２７４ 

今回修正予想（B） ２１，９１１ ４４０ ９４ 
増減額（Ｂ－A） △２５９ △１６０ △１８０ 

増減率 △１．２％ △２６．７％ △６５．７％ 
前期（平成 16年 2月期）実績 ２２，０３３ ３１９ △１９４ 

 
２．平成 17年 2月期連結業績予想の修正（平成 16年 3月 1日～平成 17年 2月 28日） 

 
 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 
（平成 16年 4月 30日）発表 ２２，６１５ ６４０ ３０２ 

今回修正予想（B） ２２，３０６ ４５０ １０２ 
増減額（Ｂ－A） △３０９ △１９０ △２００ 

増減率 △１．４％ △２９．７％ △６６．２％ 
前期（平成 16年 2月期）実績 ２２，４６５ ２９３ △２５０ 

 
 ３．修正理由 

売上高につきましては、個人消費の伸び悩みが当初予想より長引くとの判断から既存店売上がや

や減少するとの判断により減額し、個別売上高 21,911百万円、連結売上高 22,306百万円となる見
通しです。 

 



  

経常利益につきましては、当社の主要食材である牛肉が、BSE問題で米国産牛肉の輸入が禁止さ
れており、これに代わる国産及び豪州産牛肉の仕入価格が当初予想以上に値上がりした事により原

価が上昇し、加えて当初今秋輸入再開されると見込んでおりましたが、現段階ではこれが来春以降

に伸びるとの判断から、原価が上がるとの判断により減額し個別経常利益 440百万円、連結経常利
益 450百万円となる見通しです。 

 
当期純利益につきましたは、上記経常利益の減少理由に加え、店舗の業態変更及び改装工事を当

初計画以上行う事により、固定資産除却損が増える為減額し個別当期純利益 94 百万円、連結当期
純利益 102百万円となる見通しです。 

                                            以 上 


